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１．はじめに 

構造物の長期耐久性を確保する上では，外的劣化作用を受けるコンクリート表層部の品質を確保することが重要である．

一方で，広い面積のスラブ部材を施工する際には，締固め不足による沈下ひび割れや表面仕上げ時の抑え不足による微細

なひび割れなどによって，コンクリート表層部の品質低下が懸念される．したがって，スラブ部材については，入念に締

固めと仕上げを行い，表層部に密実で均等質なコンクリート層を形成することが重要である1)．これまでに，高流動コン

クリートを用いたスラブ部材を対象として，表面締固めバイブレータの使用によるコンクリートの品質向上効果について

報告している2)．本報では，スランプコンクリートを用いた実構造物を対象として，スラブ部材に表面締固めバイブレー

タを適用した場合の品質向上効果について評価を行った． 

２．試験概要 

２．１ 対象構造物および検討ケース 

図 1に示す U 型擁壁の底版スラブ（厚さ 2.4m）を検討

の対象とした．図中には，後述する実施エリアおよび施工

条件を併記した．スラブ最上層の打込み完了後に，各エリ

アに対して，表 1に示すタイミングおよび回数で表面締固

めバイブレータを実施した．施工状況を図 2に示す．その

後，全エリアでトロウェルおよび金ごてによる仕上げを行

った．打込み翌日に沈下ひび割れの調査を行った後，全エ

リアに対して，保温・保湿養生マットを用いて材齢 14 日ま

で湿潤養生を行った． 

２．２ 試験項目および試験方法 

打込み完了から 1 時間後，打込み翌日および材齢 28 日に

おいて，表 2に示す各種試験を実施した．打込み完了から 1

時間後では，ブリーディング量および貫入抵抗値を測定し，

表面締固めバイブレータが若材齢時におけるスラブの密実

さに及ぼす影響を評価した．材齢 28 日では，テストハンマ

により反発度を測定し，日本材料学会式（F=-18.0+1.27R0 

ここに，F：推定圧縮強度（N/mm2），R0：基準反発度）を

用いて圧縮強度を推定した． 

３．試験結果および評価 

３．１ ブリーディング量および貫入抵抗値 

スラブのブリーディング量および貫入抵抗値を図 3に示

す．図より，表面締固めバイブレータを実施することで，

若材齢におけるブリーディング量が増大したことが分かる．

これは，表面締固めバイブレータを実施することで，余剰

水やエントラップトエアが排出されたためと考えられる．

同様に，貫入抵抗値も増大した．これは，余剰水等が排出
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図 1 対象構造物（U型擁壁） 

 
表 1 検討ケース 

No. 実施タイミングおよび実施回数

エリア 1 表面締固めバイブレータを実施しない

エリア 2 打込み完了直後に 1 回 
エリア 3 打込み完了直後に 2 回 

 

仕上げの完了

＜施工ステップ＞

打込み完了

表面締固めﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ
（1次仕上げ）

トロウェル
（2次仕上げ）

金ごて仕上げ
（3次仕上げ）

  
進行方向

 
図 2 施工手順および表面締固めﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの施工状況 

 
表 2 試験項目（対象はいずれもスラブ上面） 

試験時期 試験項目 試験方法 

打込み 
完了から
1 時間後

ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝ
ｸﾞ量 

ｷｯﾁﾝﾍﾟｰﾊﾟｰ法 3)により，ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ量
を測定（0.81m3を対象） 

貫入
抵抗値 

山中式土壌硬度計（平型）により，貫
入抵抗値を測定（3 回の平均値） 

打込み
翌日 

ひび割れ
発生状況

目視により，沈下ひび割れの発生状況
を観察 

材齢 
28 日 

推定
圧縮強度

JSCE G504に準拠し，測定した反発度
から圧縮強度を推定 

超音波
伝搬速度

ｽﾗﾌﾞ上面の 2 点間（250mm）の超音
波伝搬時間を測定して算出 

透気係数 ﾄﾚﾝﾄ試験機（ﾀﾞﾌﾞﾙﾁｬﾝﾊﾞｰ方式）を用
いて測定 

使用コンクリート

：27-8-20BB 
打込み日 

：2013/11/12 
日平均気温 

：9.1℃ 

＜機械仕様＞  
寸法: 長さ 200cm*幅 30cm  
総重量: 9.5kg/1 台  
振動数: 59Hz  
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されたことで，表面部が密実となったためと考えられる．余剰水

が排出されていることから，表面部の水セメント比は低減されて

いるものと推察される．また，表面締固めバイブレータを 2 回実

施することで若材齢のブリーディング量が多くなった． 

３．２ ひび割れ発生状況 

打込み翌日にひび割れ発生状況を目視調査した．いずれのエリ

アでも沈下ひび割れやその他のひび割れは観察されなかった． 

３．３ 推定圧縮強度 

推定圧縮強度の算出結果を図 4に示す．図より，表面締固めバ

イブレータを実施することで，推定圧縮強度は 15～25%程度向上

した．これは，前述のように，若材齢において余剰水が排出され，

表面部の水セメント比が低減されたためと考えられる．また，ス

ラブ表面に密実な層が形成されていると考えられることから，耐

摩耗性も向上しているものと推察される．一方で，表面締固めバ

イブレータの実施回数による明確な差は認められなかった． 

３．４ 超音波伝搬速度 

超音波伝搬速度の算出結果を図 5に示す．表面締固めバイブレ

ータを実施した場合の伝搬速度は 3,600m/s 程度であり，実施しな

い場合の伝搬速度（3,400m/s）と比較して 5%程度向上した．高流

動コンクリートを対象とした既往の研究において，表面締固めバ

イブレータを実施すると，表層部の空隙率が 2～3%程度低減され

ることを確認している 2)．このことから，表層部に密実な層が形成

され，伝搬速度が向上したものと推察される． 

３．５ 透気係数 

トレント法による透気係数の測定結果を図 6に示す．なお，図

中には，試験時に測定した表面水分率の測定結果も併記した．図

より，表面締固めバイブレータを実施していないエリアは，透気

係数のランクが「良」であるのに対し，表面締固めバイブレータ

を実施したエリアはランクが「優」と向上した．これは，前述の

とおり，初期材齢において余剰水が排出され，表層に緻密な層が

形成されたことによるものと考えられる．一方で，表面締固めバ

イブレータの実施回数による明確な差は認められなかった． 

４． おわりに 

本研究の範囲において，以下の知見を得た．表面締固めバイブ

レータを適用することで，使用材料が同一の場合でも，通常の施

工と比較して強度および耐久性の観点で大幅な品質向上が期待で

きる．これにより，長期耐久性の確保や供用中の維持管理性の向

上が期待できる． 
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図 4 推定圧縮強度の比較 
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図 5 超音波伝搬速度の比較 
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